　ただ今ご母堂様逝去の報に接し　私ども一同非常に驚いております。

　かねてから病臥とは伺っておりましたが、ことのほか孝養を尽くされておられましただけに、貴台のお嘆きのほどお察し申し上げます。

　自分がこの会社をここまで継受できたのはと、いつもおもらしになっていた貴台にとって悲しみをお忘れになるようになどと申し上げても、それは無理なことでしょうが、お嘆きのあまりお力落としのないようくれぐれもご自愛なさいますようご母堂様のご冥福とともに併せてお祈り申し上げます。

　同封のもの誠に些少ではございますが、ご霊前にお供えくださいますようお願い申し上げます。

まずは書中をもって、お悔み申し上げます
合　掌
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